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別
府
に
於
け
る
地
熱
発
電
の
一
考
察

　
恒
　
松
　
　
　
　
栖

〇　

は
じ
め
に

　

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
福
島
県

に
設
置
さ
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
の
重
大
な
事
故
が
発
生
、
全
国
的

な
電
力
事
情
の
変
化
が
起
こ
り
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
即
戦
力
と
し
て
の
火
力
発
電
所
の
充
実
や
水
力
発
電
の
見
直
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
で
あ
る
。

　

風
力
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
あ
る
い
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
が
注

目
さ
れ
、
中
で
も
日
本
の
地
熱
潜
在
能
力
を
す
べ
て
発
電
に
利
用
し
た

場
合
、
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
こ
と
な
く
必
要
な
電
力
を
ま
か
な
う
こ

と
も
夢
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
の

「
地
熱
資
源
」
を
有
す
る
日
本
は
、
ま
さ
に
地
熱
大
国
と
も
い
え
る
。

我
が
国
の
特
色
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
で
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用
の
幅
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
地
域
に
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
が
今
問
わ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
こ
こ
数
年
の
間
に
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
度
に

よ
る
太
陽
光
発
電
が
普
及
し
、
太
陽
光
偏
重
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
世
界
で
三
位
を
占
め
る
地
熱
資
源
の
地
熱
発
電
が
、

稼
働
で
き
る
よ
う
に
方
向
修
正
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
熱
発

電
は
太
陽
光
な
ど
に
比
べ
る
と
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
的
に
発
電
で

き
る
。
ま
た
、
安
全
性
や
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
発
電
コ
ス
ト
が
安

い
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

一　

日
本
に
お
け
る
諸
発
電
事
業

　
（
一
）　

国
内
の
発
電
電
力
の
構
成

　

先
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
災
害
に
よ
っ
て
安
全

性
に
課
題
の
あ
る
原
子
力
や
限
り
が
あ
る
石
油
な
ど
化
石
燃
料
の
代
わ

り
と
し
て
世
界
的
に
注
目
を
集
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。

　

供
給
量
と
自
給
率
が
日
本
屈
指
の
大
分
県
に
は
多
く
の
施
設
が
点
在

し
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
資
源
が
眠
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大

分
県
の
推
計
に
よ
る
と
県
内
に
眠
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

可
能
量
は
六
三
〇
〇
万
ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
電
力
量
に
換
算
す
る
と

一
万
七
〇
〇
〇
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
時
と
な
り
二
〇
一
二
年
度
に
県
内
で
使
用

し
た
量
の
一
・
八
倍
に
な
る
と
い
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
別
で
は
風
力
発
電

が
最
も
多
く
、次
い
で
温
泉
熱
利
用
・
発
電
、地
熱
発
電
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
度
の
国
内
に
お
け
る
発
電
電
力
量
の
構
成
は
、
天
然
ガ

ス
四
二
・
五
％
、石
炭
二
七
・
六
％
、石
油
一
八
・
三
％
、原
子
力
一
・
七
％
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（
二
〇
一
四
年
度
は
原
子
力
発
電
は
〇
）、
水
力
八
・
四
％
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
一
・
五
％
（
小
水
力
・
太
陽
光
・
風
力
・
太
陽
熱
利
用
・

地
熱
利
用
・
地
熱
発
電
・
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
）
と

な
っ
て
お
り
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
枯
渇
せ
ず
繰
り
返
し
使
え
、
し
か

も
二
酸
化
炭
素
を
ほ
ぼ
排
出
し
な
い
純
国
産
エ
ネ
ル
ル
ギ
ー
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

①　

水
力
発
電

　

大
分
県
は
山
岳
地
帯
が
多
く
、
水
も
豊
富
な
た
め
水
の
落
差
を
利

用
し
て
発
電
す
る
方
式
が
水

力
発
電
で
あ
る
。
明
治
三
三

年
（
一
九
〇
〇
）
竹
田
第
一

発
電
所
の
六
〇
Ｋ
Ｗ
が
県
下

で
最
も
早
く
運
転
し
た
水
力

発
電
で
あ
っ
た
。
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
大
型
の
女お

な
ご子

畑は
た

発
電
所
が
日
田
郡
天
瀬
町

一
万
五
〇
〇
〇
Ｋ
Ｗ
が
完
成
。

　

大
分
県
は
九
州
の
水
力
発
電

大
国
を
誇
っ
た
。

　

当
時
の
発
電
所
は
水
路
式
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
水
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
多
目
的
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
芹
川
・
松
原
発
電

所
の
よ
う
な
ダ
ム
式
発
電
が
誕
生
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
県
内
に

三
九
か
所
、
二
八
万
九
〇
〇
〇
Ｋ
Ｗ
の
水
力
発
電
設
備
が
あ
る
。

　

水
車
な
ど
昔
か
ら
活
用
さ
れ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
出
力
一
〇
〇
〇

Ｋ
Ｗ
以
下
を
中
心
と
す
る
小
水
力
発
電
は
設
置
の
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
河
川
や
農
業
用
用
水
路
の
流
れ
を
そ
の
ま
ま
に
利
用
で
き
、
ダ
ム

を
つ
く
る
必
要
が
な
く
自
然
に
や
さ
し
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
水
資
源

が
豊
富
な
大
分
県
は
小
水

力
発
電
の
供
給
量
が
、
長

野
県
の
一
位
に
対
し
て

一
四
位
と
な
っ
て
い
る
。

②　

火
力
発
電

　

発
電
す
る
た
め
の
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
蒸
気
）
を
石

油
・
石
炭
・
ガ
ス
・
液
化

天
然
ガ
ス
な
ど
の
燃
料
に

よ
り
発
電
す
る
も
の
で
、

女子畑水力発電所（天瀬町）

九州電力新大分火力発電所（大分市青崎）
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県
内
に
は
九
州
電
力
大
分
発
電
所
（
大
分
市
一
の
洲
）
の
出
力
五
〇
万

Ｋ
Ｗ
が
あ
る
。

　

こ
の
発
電
所
は
大
分
臨
海
工
業
地
帯
一
号
地
に
昭
和
四
四
年

（
一
九
六
九
）
に
完
成
し
、
県
内
需
要
の
五
〇
％
強
を
ま
か
な
う
能
力

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

廃
ガ
ス
利
用
の
重
油
混
焼
、
新
日
鉄
・
九
州
共
同
火
力
発
電
所
や
工

場
の
自
家
発
電
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
火
力
発
電
所
の
利
点
と
し
て
は
大

容
量
の
発
電
所
で
も
建
設
用
地
が
狭
く
、
し
か
も
建
設
費
が
比
較
的
安

い
こ
と
と
出
力
が
安
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
燃
料
の
中
で
も
ウ
エ
イ

ト
の
高
い
石
油
が
高
価
格
で
量
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の
課
題
も

多
い
。

③　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

　

生
物
由
来
の
資
源
バ
イ
オ
マ

ス
を
燃
焼
さ
せ
た
り
ガ
ス
化
し

て
発
電
す
る
。
家
畜
の
排
せ
つ

物
、
林
産
地
の
廃
材
、
家
庭
用

生
ご
み
な
ど
こ
れ
ま
で
捨
て
て

い
た
資
源
の
活
用
で
循
環
型
社

会
の
構
築
に
も
つ
な
が
る
。
自

然
界
の
二
酸
化
炭
素
の
総
量
は
変
化
さ
せ
な
い
た
め
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な

い
発
電
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
供
給
量
の
第
一
位
は
千
葉
県
で
、
大
分

県
は
日
田
ウ
ッ
ト
パ
ワ
ー
・
フ
ォ
レ
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー
日
田
・
日
田
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
セ
ン
タ
ー
・
ク
リ
ー
ン
発
電
大
分
な
ど
に
よ
っ
て
事
業
化

さ
れ
全
国
第
九
位
の
発
電
量
と
な
っ
て
い
る
。

④　

風
力
発
電

　

風
の
力
で
風
車
を
回
し
て
発

電
す
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
中
で
は
比
較
的
発
電
コ

ス
ト
が
低
い
。
高
さ
約
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
回
転
翼
は
半
径
約

三
〇
メ
ー
ト
ル
、
一
基
当
た
り

の
発
電
能
力
は
約
千
キ
ロ
ワ
ッ

ト
。
電
気
へ
の
変
換
効
率
は
高

い
が
国
内
設
備
の
稼
働
率
は
一

日
平
均
五
～
六
時
間
程
度
。
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
導
入
が
遅
れ
て
い
る

が
、
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

　

比
較
的
に
安
定
し
た
風
が
吹
く
沿
岸
部
の
設
置
が
多
く
、
供
給
量
の

一
位
は
青
森
県
。
大
分
県
は
二
八
位
と
す
ぐ
れ
な
い
。
陸
上
適
地
が
少

日田ウットパワー発電所（日田市東有田）

JEN玖珠ウインドファームの風車（玖珠町戸畑鏡山）
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な
く
な
っ
て
お
り
、
洋
上
の
開
発
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

⑤　

太
陽
光
発
電

　

主
に
シ
リ
コ
ン
半
導
体
を
用
い
た

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
で
、
太
陽
の
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
え
る
。
導
入

し
や
す
い
一
方
、
天
候
に
左
右
さ
れ

る
た
め
設
備
利
用
率
は
一
二
％
と
低

く
一
日
の
平
均
発
電
量
は
出
力
の
約

三
時
間
分
。

　

屋
根
に
設
置
す
る
住
宅
用
だ
け
で

な
く
、
遊
休
地
を
活
用
し
た
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
が
あ
る
。
丸
紅
八
・

二
万
Ｋ
Ｗ
、
日
揮
二
・
六
五
万
Ｋ
Ｗ
、
三
井
造
船
大
分
事
業
所
一
・
七
万

Ｋ
Ｗ
を
は
じ
め
各
地
で
進
ん
で
い
る
。
供
給
量
は
愛
知
県
が
一
位
で
、

大
分
県
は
二
一
位
で
あ
る
。

⑥　

地
熱
発
電

　

地
熱
温
泉
資
源
を
発
電
に
利
用
す
る
も
の
で
、
地
下
一
〇
〇
〇
～

三
〇
〇
〇
ｍ
程
度
の
場
所
に
あ
る
高
い
温
度
の
熱
水
や
蒸
気
が
た
ま
っ

て
い
る
地
熱
貯
留
層
に
向
け
て
井
戸
を
掘
る
。
地
下
の
熱
水
は
、
地
中

の
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
沸
点
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
℃

以
上
で
も
蒸
気
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
熱
水
が
、
井
戸
を
上
昇
す
る

間
に
沸
騰
し
て
発
生
す
る
、
蒸
気
ま
た
は
熱
水
を
活
用
し
て
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
発
電
す
る
。

　

主
な
発
電
方
式
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ア　

ド
ラ
イ
ス
チ
ー
ム
方
式
…
…
蒸
気
の
み
、
気
水
分
離
せ
ず
、
そ

の
ま
ま
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
。

　

イ　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
方
式
…
…
多
く
の
熱
水
が
含
ま
れ
て
い
る
蒸
気

を
用
い
て
発
電
す
る
。
地
熱
貯
留
層
か
ら
約
二
〇
〇
℃
か
ら

三
五
〇
℃
の
蒸
気
と
熱
水
を
取
出
し
、
気
水
分
離
器
で
分
離
し
た

後
、
そ
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
方
式
。
フ
ラ
ッ

シ
ュ
式
発
電
法
に
は
以
下
の
二
つ
が
含
ま
れ
る
。

○
シ
ン
グ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
方
式
…
…
地
熱
流
体
が
蒸
気
と
熱
水
の
混

合
物
か
ら
な
る
場
合
、
地
熱
流
体
を
気
水
分
離
機
器
に
導
き
蒸

気
と
熱
水
に
分
離
し
、
分
離
し
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
。

○
ダ
ブ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
方
式
…
…
蒸
気
を
分
離
し
た
後
、
熱
水
を
減

圧
し
て
、
さ
ら
に
蒸
気
を
得
る
。
こ
の
蒸
気
を
タ
ー
ビ
ン
に
送

り
込
み
発
電
す
る
。

　

ウ　

バ
イ
ナ
リ
ー
方
式
…
…
比
較
的
新
し
い
発
電
方
式
。
従
来
の

大規模太陽光発電（メガソーラー2.65万KW）
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発
電
方
式
で
は
利
用
で
き
な

か
っ
た
低
温
度
域
の
蒸
気
・

熱
水
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
地
下
の
温
度
や
圧
力

が
低
い
た
め
地
熱
発
電
を
行

う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、

熱
水
し
か
得
ら
れ
な
い
場
合

で
も
ア
ン
モ
ニ
ア
・
ペ
ン
タ

ン
・
フ
ロ
ン
な
ど
水
よ
り
も

低
沸
点
の
熱
媒
体
を
八
〇
℃

～
一
五
〇
℃
の
中
高
温
熱
水
や
蒸
気
を
熱
源
と
し
て
沸
騰
さ
せ

タ
ー
ビ
ン
を
回
す
こ
と
で
発
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

エ　

温
泉
熱
発
電
…
…
た
と
え
ば
七
〇
℃
か
ら
一
二
〇
℃
の
高
温
す

ぎ
る
温
泉
の
熱
を
、
五
〇
℃
程
度
に
温
度
を
下
げ
る
際
、
余
剰
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
発
電
方
式
。
低
沸
点
の
熱
媒
体
を
沸

騰
さ
せ
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
。

　

オ　

湯
け
む
り
発
電
…
…
熱
水
温
度
一
〇
〇
℃
～
一
五
〇
℃
程
度

で
、
熱
水
と
蒸
気
を
分
離
し
な
い
混
合
流
体
の
膨
張
を
利
用
。
主

に
蒸
気
の
圧
力
に
よ
っ
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
。
装
置
が
比
較
的
シ

ン
プ
ル
で
小
型
化
が
可
能
で
あ
る
。

　

カ　

高
温
岩
体
発
電
（
現
在
開
発
中
）

　

キ　

マ
グ
マ
発
電
（
現
在
開
発
中
）

二　

別
府
に
於
け
る
地
熱
発
電
の
背
景

　
（
一
）　

日
本
で
最
初
の
地
熱
発
電

　

江
戸
時
代
後
期
文
化
五
年

（
一
八
〇
八
）、
世
界
で
最
初
に

電
灯
が
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン

王
立
教
会
で
と
も
さ
れ
た
。

　

我
が
国
で
は
、
明
治
一
一
年

（
一
八
七
八
）
東
京
京
橋
の
電

信
中
央
局
開
業
式
に
て
電
灯
が

と
も
さ
れ
た
。
英
国
に
遅
れ
る

こ
と
七
〇
年
と
い
う
隔
た
り
が

あ
っ
た
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
四
月
別
府
市
鶴
見
、
本
坊
主
地
獄
そ
ば

で
海
軍
中
将
山
内
万
寿
冶
が
噴
気
孔
の
掘
削
に
成
功
し
た
。
深
さ
は
わ

ず
か
に
二
四
ｍ
で
一
一
三
℃
の
噴
気
孔
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
年
九
月

に
山
内
は
病
没
し
た
。
そ
の
あ
と
を
譲
り
受
け
た
亀
川
出
身
の
高
橋
廉

一
が
東
京
電
灯
（
株
）
研
究
所
の
太
刀
川
平
治
氏
の
援
助
に
よ
り
大
正 本坊主地獄そばの発電施設跡
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一
四
年
（
一
九
二
五
）『
地
熱
利
用
動
力
の
発
生
装
置
の
建
設
願
』
を
、

県
知
事
に
提
出
。
同
年
一
一
月
一
三
日
発
電
に
成
功
し
た
。

　

昭
和
二
年
四
月
一
〇
日
ま
で
一
年
五
か
月
間
運
転
が
継
続
さ
れ
た
。

平
均
出
力
は
一
・
三
Ｋ
Ｗ
、
発
生
総
電
力
量
は
七
・
八
六
六
ｋ
ｗ
で
あ
っ

た
と
い
う
。
こ
の
地
熱
発
電
は
、
わ
が
国
最
初
の
快
挙
で
あ
り
世
界
で

三
番
目
の
地
熱
発
電
の
成
功
例
で
あ
っ
た
。

　　
（
二
）　

日
本
一
を
誇
る
別
府
温
泉
の
広
が
り

①　

昔
の
温
泉
湧
出

　

別
府
扇
状
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
実
相
寺
山
が
誕
生
し
、続
い
て
御
越
山
、

高
崎
山
、
さ
ら
に
由
布
岳
・
鶴
見
岳
・
伽
藍
岳
と
続
き
Ｕ
字
形
の
海
岸

線
を
形
成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
別
府
市
内
は
石
垣
原
扇
状
地
を
取

り
囲
む
よ
う
に
火
山
群
が
分
布
し
て
お
り
全
国
で
も
有
数
の
温
泉
湧
出

地
で
あ
る
。
そ
の
中
で
律
令
制
下
に
記
さ
れ
た
「
豊
後
国
風
土
記
」
の

速
見
郡
の
項
に
、「
赤
湯
泉
」と「
玖
倍
理
湯
井
」の
記
事
が
み
ら
れ
も
っ

と
も
古
い
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
期
に
至
る
と　

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
～
）
こ
ろ
に
始
め
ら
れ

た
豊
後
明
礬
の
製
造
に
か
か
わ
る
記
録
に
因
る
と
立
石
村
の
板い

た

地じ

、
鶴

見
村
の
照て
る

湯ゆ

・
鍋な
べ

山や
ま

、
明
礬
の
瘡き
ず

湯ゆ

山さ
ん

・
御
領
中な
か

山や
ま

、
野
田
村
の
硫い

黄お
う

甑こ
し
き

山や
ま

な
ど
の
温
泉
地
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
別
府
の
様
子
に
つ
い
て
筑
前
福
岡
藩
の

医
学
者
・
貝か
い

原ば
ら

益え
っ

軒け
ん

の『
豊
国
紀
行
』に「
頭
か
し
ら

成な
り

よ
り
里さ
と

屋や

ま
で
一
里
有
。

こ
の
間
坂
道
多
し
、
石
多
く
し
て
往
来
の
便
わ
る
し
、
里さ
と

屋や

に
温
泉
有
。

塩
湯
な
り
。・・・
」。「
鉄
輪
村
は
別
府
の
北
一
里
あ
ま
り
に
有
り
。・・・
。

熱
泉
所
々
に
多
し
。
民
俗
是
を
地
獄
と
称
す
。・
・
・
」「
別
府
は
石
垣

村
の
南
に
有
り
、
民
家
五
百
軒
斗
、
民
家
の
宅
中
に
温
泉
十
所
有
、
い

ず
れ
も
清
し
、
庄
屋
の
宅
中
に
あ
る
は
こ
と
に
い
さ
ぎ
よ
し
・
・
・
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
亀
川
村
、
鉄
輪
村
、
別
府
に
温
泉
が
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
別
府
市
内
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
温

泉
湧
出
が
認
め
ら
れ
る
。

②　

明
治
初
期
の
温
泉
孔
分
布

　

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
佐
藤
蔵
太
郎
編
纂
の
『
別
府
町
史
』
に
よ

れ
ば
入
浴
客
を
宿
泊
さ
せ
る
に
は
湯
宿
の
権
利
が
あ
り
、
文
化
年
中
に

（
一
八
〇
四
～
一
八
）
別
府
で
こ
れ
を
有
し
て
い
た
家
が
一
八
戸
あ
っ

た
。
当
時
新
た
に
湯
株
を
獲
得
し
た
も
の
が
三
戸
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
末
の
別
府
は
温
泉
場
と
し
て
設
備
が
整
い
入
湯
客
も
多
く

な
っ
て
き
た
が
、
湯
宿
の
ほ
と
ん
ど
が
自
然
湧
出
の
源
泉
場
所
か
あ
る

い
は
そ
の
共
同
浴
場
付
近
に
有
っ
た
の
で
、
特
に
温
泉
の
掘
削
の
必
要

は
な
か
っ
た
も
の
と
推
側
さ
れ
る
。



― 18 ―

　

明
治
初
期
の
別
府
町
の
温
泉
孔
数
は
推
定
三
一
か
所
で
あ
っ
た
。
別

府
町
を
取
り
囲
む
亀
川
や
朝
日
、
南
立
石
・
堀
田
な
ど
に
は
自
然
湧
出

の
温
泉
が
か
な
り
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

③　

広
が
り
を
見
せ
た
明
治
中
期
の
温
泉
孔
発
掘

　
「
文
化
年
間
に
千
葉
県
君
津
市
中
村
糖
田
の
池
田
久
蔵
が
、
孫
久
吉

を
助
手
と
し
て
鑿
井
業
を
始
め
た
。
そ
の
方
法
は
、
鉄
棒
の
先
に
矢や

筈は
ず

形
の
金
具
を
つ
け
、台
棒
突
き
足
場
に
よ
っ
て
約
二
〇
間
（
約
三
六
ｍ
）

地
中
に
の
み
を
掘
り
下
げ
、
水
源
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
と
し

て
は
最
新
の
井
戸
を
掘
り
進
め
る
技
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。」
こ

の
掘
削
方
法
が
上か

ず

総さ

掘ぼ

り
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

　

こ
の
上
総
掘
り
は
、
大
小
二
〇
〇
本
に
も
達
す
る
ほ
ど
の
杉
の
丸
太

を
何
本
も
組
み
合
わ
せ
徐
々
に
高
く
し
て
い
き
上
下
左
右
に
も
大
き
な

力
が
急
激
に
加
え
ら
れ
て
も
耐
え
ら
れ
る
頑
丈
な
櫓
を
く
み
上
げ
る
。

櫓
の
ほ
ゞ
三
分
の
二
程
度
の
高
さ
に
人
が
作
業
で
き
る
足
場
を
作
り
、

そ
こ
か
ら
ノ
ミ
を
つ
る
し
た
竹
ひ
ご
を
操
り
、
水
車
型
の
ひ
ご
車
で
櫓

に
取
り
付
け
た
竹
の
天
秤
の
反
動
を
使
っ
て
ノ
ミ
を
地
中
に
打
ち
込
ん

で
い
く
。地
下
深
く
孔
を
掘
り
進
め
る
丸
鋼
の
ノ
ミ
が
重
要
で
あ
っ
た
。

　

明
治
一
二
年
別
府
町
の
萬
屋
儀
助
※
１
が
別
府
中
町
萬
屋
呉
服
店
に

接
続
す
る
居
宅
内
に
一
二
尺
（
約
四
ｍ
）
掘
り
下
げ
て
温
泉
の
人
工
湧

出
に
成
功
し
た
。

　

千
葉
県
君
津
で
始
め
ら
れ
た

上
総
堀
の
方
法
で
人
工
的
に
温

泉
を
掘
削
し
た
の
が
始
ま
り
で

あ
る
。
以
来
、
別
府
市
内
一

円
に
人
工
的
に
温
泉
の
掘
削

が
（
湯
突
き
）
始
め
ら
れ
、
温

泉
源
の
比
較
的
浅
い
場
所
で
人

工
掘
削
が
容
易
な
場
所
を
見
定

め
て
湯
突
き
を
は
じ
め
人
工

掘
削
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
に
は
地
区
内
の
温
泉
孔
数
は
五
九
三
孔
に
達
し
急
激
な

広
が
り
を
見
せ
た
。

④　

昭
和
期
か
ら
の
温
泉
孔
の
発
掘

　

大
正
期
は
、
浜
脇
・
亀
川
地
区
を
中
心
に
人
口
掘
削
は
行
わ
れ
た
が
、

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
は
北
浜
か
ら
上
人
ケ
浜
、
さ
ら
に
山
の
手
方
面
へ

と
広
が
り
が
み
ら
れ
た
。
上
総
掘
り
の
方
法
は
、
昭
和
二
〇
年
代
末
に

登
場
す
る
動
力
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
機
械
が
使
用
さ
れ
る
ま
で
続
け
ら

れ
た
。
温
泉
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
掘
削
は
機
械
の
大
型
化
や
泉
源
発 大正９年　的が浜での湯突き風景
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見
の
技
術
の

進
歩
に
よ
っ

て
数
千
メ
ー

ト
ル
ま
で
可

能
と
な
っ
た
。

　

温
泉
の
保

護
を
目
的
に

温
泉
掘
削
や

動
力
装
置
の
申
請
は
許
可
制
が
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
昭

和
五
四
年
に
は
四
・
〇
四
一
孔
に
達
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
枯
渇

泉
・
廃
孔
も
増
加
し
た
た
め
昭
和
五
五
年
に
整
理
し
て
全
体
と
し
て

二
九
〇
〇
孔
余
り
と
な
っ
た
。

　

現
在
は
年
間
数
件
の
温
泉
掘
削
の
申
請
は
あ
る
も
の
の
泉
源
が
古
く

な
り
枯
渇
す
る
も
の
も
あ
っ
て
絶
対
数
と
し
て
は
減
少
し
、
平
成
二
〇

年
代
で
は
二
五
〇
〇
～
二
三
〇
〇
孔
で
推
移
し
て
い
る
。

三　

別
府
に
於
け
る
小
規
模
発
電
の
現
況

　
（
一
）　

Ｇ
小
規
模
地
熱
発
電
所
の
背
景

　

別
府
市
内
で
は
、
鉄
輪
地
区
や
明
礬
・
小
倉
・
堀
田
・
観
海
寺
・
湯

山
な
ど
に
湯
け
む
り
を
常
時
吹
き
上
げ
る
元
気
の
よ
い
地
熱
が
分
布
し

て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
堀

田
地
区
に
あ
る
Ｇ
小
規
模
地
熱

発
電
所
で
あ
る
。

　

地
熱
発
電
所
は
、
大
分
自
動

車
道
の
別
府
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
五

分
ほ
ど
の
山
間
に
あ
る
日
帰
り

浴
場
施
設
に
隣
接
し
て
お
り
、

一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
て
い

て
土
日
や
連
休
に
は
入
浴
客
が

多
く
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

Ｇ
浴
場
で
噴
出
し
て
い
る
温
泉
の
余
剰
の
地
熱
を
活
用
し
て
小
規

模
地
熱
発
電
を
計
画
し
、
平
成
二
五
年
四
月
に
地
熱
発
電
事
業
を
行

う
※
２
西
日
本
地
熱
発
電（
株
）
を
た
ち
あ
げ
た
。

　

平
成
二
五
年
七
月
三
一
日
Ｇ
地
熱
発
電
所
の
造
成
工
事
に
着
手
。

一
〇
月
二
二
日
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
認
定
を
受
け
、

発
電
所
内
に
バ
イ
ナ
リ
ー
、
温
水
・
冷
却
ポ
ン
プ
、
プ
レ
ー
ト
熱
交
換

機
、
冷
却
塔
、
キ
ュ
ー
ピ
ク
ル
等
の
諸
機
材
及
び
設
備
を
設
置
す
る
。

　

敷
地
面
積
約
二
一
〇
㎡
、
バ
イ
ナ
リ
ー
方
式
の
小
型
発
電
機
二
台
、

出
力
九
一
、六
Ｋ
Ｗ
、
総
工
事
費
約
一
億
五
千
万
円
で
平
成
二
六
年
一

月
発
電
開
始
し
た
。
こ
れ
は
別
府
市
内
で
は
、
杉
の
井
ホ
テ
ル
発
電
所
、

昭和44年　別府市内温泉孔分布図

Ｇ地熱発電所（市内堀田）
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瀬
戸
内
自
然
エ
ナ
ジ
ー
に
次
ぐ
三
番
目
の
地
熱
発
電
所
の
開
設
で
あ
る
。

（
二
）　

地
熱
発
電
の
構
造

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
地
熱
発
電
と
言
っ
て
も
そ
の
正
体
は
様
々
で
し

か
も
多
様
で
あ
る
。
平
成
二
六
年
一
月
に
運
用
開
始
さ
れ
た
堀
田
地
区

の
Ｇ
発
電
所
の
場
合
は
概
略
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

Ｇ
地
熱
発
電
は
、
地
中
よ
り
得
ら
れ
た
蒸
気
等
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し

発
電
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
熱
発
電
の
方
式
は
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
式
と
バ
イ
ナ
リ
ー

式
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら

れ
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
式
は
地

中
よ
り
得
ら
れ
た
蒸
気
水
を

気
水
分
離
に
よ
っ
て
蒸
気
だ

け
を
取
り
出
し
て
タ
ー
ビ
ン

に
送
り
込
み
発
電
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
地
下
よ
り

得
ら
れ
た
蒸
気
・
熱
水
の
温

度
が
低
い
時
に
沸
点
の
低
い

ア
ン
モ
ニ
ア
・
ペ
ン
タ
ン
・

代
替
フ
ロ
ン
な
ど
の
作
動
媒
体
を
加
熱
蒸
発
さ
せ
て
、
そ
の
作
動
媒
体

に
よ
り
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電
す
る
方
式
を
バ
イ
ナ
リ
ー
式
と
い
う
。

加
熱
媒
体
と
作
動
媒
体
と
二
つ
あ
る
こ
と
か
ら
バ
イ
ナ
リ
ー
式
と
呼
ば

れ
る
。
Ｇ
発
電
所
は
後
者
の
バ
イ
ナ
リ
ー
方
式
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
三
）　

小
規
模
地
熱
発
電
の
メ
リ
ッ
ト

　

地
熱
貯
留
層
か
ら
噴
出
す
る
蒸
気
や
熱
水
に
よ
っ
て
発
電
す
る
小
規

模
地
熱
発
電
は
、化
石
燃
料
の
よ
う
に
資
源
が
枯
渇
す
る
心
配
が
な
い
。

計
画
的
に
使
用
す
れ
ば
永
続
的
な
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
蒸
気

と
共
に
噴
出
し
た
熱
水
は
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
魚
の
養
殖
、
地
域
の
暖

房
な
ど
に
再
利
用
で
き
る
。

　

火
力
発
電
の
場
合
は
、
石
油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
等
を
燃
や
し
て
燃

焼
ガ
ス
や
水
を
沸
騰
さ
せ
て
作
っ
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電

す
る
が
、地
熱
発
電
で
は
自
然
が
生
み
出
す
蒸
気
を
使
っ
て
発
電
す
る
。

そ
の
た
め
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
火
力
発
電
の
二
〇
分
の
一
、
地
球

に
や
さ
し
い
発
電
方
法
と
言
え
る
。

　

風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
他
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
て
発
電
す
る
方
法
は
、
発
電
で
き
る
時
間
帯
が
限
ら
れ
て
い
た
り
、

天
候
や
季
節
に
よ
っ
て
発
電
量
が
大
き
く
変
動
す
る
と
い
う
特
性
が
あ

る
。
地
熱
発
電
は
一
年
を
通
し
て
一
定
量
を
発
電
で
き
る
と
い
う
優
れ
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た
安
定
性
を
持
っ
て
い
る
た
め
極
め
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

地
熱
発
電
は
国
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
使
っ
て
発
電
し
、し
か
も
、

昼
夜
・
天
候
の
い
か
ん
に
影
響
を
受
け
に
く
く
二
四
時
間
安
定
し
た
発

電
が
可
能
で
あ
る
。

　

石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
と
ん
ど
は

輸
入
に
た
よ
っ
て
い
る
。
日
本
の
豊
富
な
地
熱
資
源
は
単
純
計
算
で
大

型
火
力
・
原
子
力
の
や
く
二
〇
基
分
に
相
当
す
る
。
こ
れ
を
有
効
に
利

用
す
る
こ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
比
率
を
高
め
化
石
燃
料
の
節
約
に

も
つ
な
が
る
。

　
（
四
）　

地
熱
発
電
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
地
熱
発
電
候
補
地
の
多
く
が
、
近
く
に
既

存
の
温
泉
地
が
あ
り
、
新
た
に
泉
源
を
求
め
て
掘
削
す
る
場
合
は
、
温

泉
組
合
の
同
意
が
得
に
く
い
。
ま
た
、
候
補
地
の
多
く
が
国
立
公
園
・

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
多
く
の
制
約
を
受
け
る
。

　

新
規
に
泉
源
を
掘
削
す
る
場
合
は
、
平
成
一
一
年
に
環
境
影
響
評
価

法
が
施
行
さ
れ
た
。
発
電
能
力
が
一
〇
Ｋ
Ｗ
以
上
の
地
熱
発
電
所
を
建

設
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
を
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
発
電
所
予
定
地
の
地
元
の
理
解

を
得
て
地
表
か
ら
調
査
・
掘
削
に
よ
る
地
下
調
査
に
約
二
年
。
蒸
気
の

噴
出
量
の
確
認
に
約
三
年
、
さ
ら
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て

約
三
年
～
四
年
。
発
電
に
必
要
な
生
産
井
の
掘
削
並
び
に
発
電
プ
ラ
ン

ト
の
建
設
に
三
～
四
年
。
合
わ
せ
て
一
一
～
一
三
年
を
要
す
る
。
し
た

が
っ
て
地
熱
発
電
の
新
規
設
定
の
場
合
は
、
多
く
の
コ
ス
ト
と
時
間
を

必
要
と
す
る
。

　

地
熱
発
電
設
備
は
、
設
置
状
況
か
ら
見
て
ど
う
し
て
も
火
山
性
ガ
ス

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
火
山
性
ガ
ス
の
成
分
及
び
濃
度
に
よ

り
影
響
に
は
差
が
出
る
。
発
電
機
、
キ
ュ
ー
ピ
ク
ル
な
ど
に
錆
が
早
く

発
生
す
る
。
火
山
性
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
硫
化
水
素
、
二
酸
化
硫
黄
等
に

よ
り
電
気
機
器
内
部
及
び
電
気
配
線
の
端
子
部
分
な
ど
が
腐
食
に
よ
る

内
部
故
障
ま
た
は
断
線
に
至
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
（
五
）　

Ｙ
小
規
模
地
熱
発
電
所
の
状
況

　

Ｙ
小
規
模
地
熱
発

電
所
の
建
設
は
、
別

府
市
湯
山
地
区
の
既

存
泉
源
を
活
用
し
て

一
〇
〇
Ｋ
Ｗ
程
度
の

発
電
を
目
指
し
て
平

Ｙ地熱発電所の工事現場・全景
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成
二
五
年
一
〇
月
七
日
、
事
業
開

始
の
地
鎮
祭
を
挙
行
。

　

平
成
二
六
年
二
月
一
八
日
工

事
着
工
。
四
月
八
日
泉
源
の
温

度
、
噴
気
量
等
の
調
査
実
施
。
四

月
一
〇
日
、
水
源
の
井
戸
の
掘
削

開
始
、
五
月
二
六
日
発
電
所
よ
り

排
水
及
び
発
電
所
へ
の
給
水
管
約

一
八
〇
ｍ
敷
設
工
事
。
六
月
二
一

日
発
電
所
敷
地
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
ち
。
七
月
一
五
日
経
済
産
業
省

よ
り
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
の
認
定
」
通
知
。
七
月

二
三
日
水
槽
二
三
ト
ン
タ
ン
ク
設

置
。
七
月
三
一
日
発
電
所
内
に
発

電
装
置
や
キ
ュ
ー
ピ
ク
ル
設
備
等

を
搬
入
。
八
月
一
九
日
井
戸
水
汲

み
上
げ
用
ポ
ン
プ
の
高
圧
線
引
き

込
み
作
業
。
一
〇
月
一
一
日
諸
設
備
の
配
管
工
事
ほ
ぼ
完
成
。
一
〇
月

一
三
日
以
降
諸
配
管
の
断
熱
・
保
温
の
工
事
開
始
。
一
〇
月
二
五
日
噴

気
・
熱
水
を
タ
ー
ビ
ン
に
送
り
込
み
発
電
の
諸
機
能
の
点
検
・
調
節
。

一
〇
月
三
〇
日
発
電
所
甲
板
設
置
・
Ｙ
地
熱
発
電
所
バ
イ
ナ
リ
ー
方
式

に
よ
り
発
電
開
始
し
た
。

四　

こ
れ
か
ら
の
地
熱
発
電

　
（
一
）　

地
熱
の
有
効
利
用

　

別
府
の
温
泉
の
利
用
形
態
は
、
伝
統
的
に
は
入
浴
剤
と
し
て
の
湯
の

花
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
交
通
の
便
の
発
展
に
伴
い
他
地
域
か

ら
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
温
泉
は
重
要
な
観
光
資
源
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
生
活
レ
ベ
ル
で
は
別
府
に
は
古

く
か
ら
共
同
浴
場
の
文
化
が
あ
り
温
泉
は
地
域
の
浴
場
に
欠
か
せ
な
い

役
割
を
担
っ
て
き
た
。
温
泉
は
入
浴
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
調
理
で
の
利

用
も
な
さ
れ
て
き
た
。

　

別
府
を
代
表
す
る
調
理
法
と
し
て
温
泉
か
ら
噴
き
出
す
蒸
気
を
利
用

し
て
食
材
を
蒸
す
「
地
獄
蒸
し
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
温

泉
は
医
療
・
花
卉
栽
培
・
養
殖
業
・
発
電
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。

　

温
度
域
に
よ
る
地
熱
の
直
接
利
用
の
用
途
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。
二
〇
〇
℃
以
上
・
地
熱
発
電
・
製
紙
、
一
二
〇
℃
以
上
・
食

品
加
工
・
木
材
乾
燥
、
八
〇
℃
以
上
・
セ
メ
ン
ト
乾
燥
熱
帯
植
物
園
・

温
室
煖
房
、
四
〇
℃
以
上
・
キ
ノ
コ
栽
培
・
入
浴
室
内
暖
房
、
一
〇
℃

地熱発電所系統図（バイナリー発電）※３
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以
上
・
温
水
プ
ー
ル
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
養
魚
・
道
路
融
雪
な
ど
で
あ
る
。

　
（
二
）　

日
本
を
代
表
す
る
地
熱
発
電
所

　

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
場
所
に
建

つ
八
丁
原
発
電
所
は
日
本
最
大
の
地

熱
発
電
所
で
あ
る
。
最
大
出
力
は
、

一
一
万
Ｋ
Ｗ
。
昭
和
五
二
年
に
一
号

機
、
平
成
二
年
に
二
号
機
が
運
転
開

始
し
た
。
平
成
一
八
年
に
は
日
本
で

始
め
て
バ
イ
ナ
リ
―
発
電
が
導
入
さ

れ
た
八
丁
原
発
電
所
は
、
九
州
で
は

大
岳
発
電
所
に
次
い
で
二
番
目
、
全

国
で
は
五
番
目
に
造
ら
れ
た
地
熱
発

電
所
で
あ
る
。

　

東
京
か
ら
南
へ
約
二
九
〇
ｋ
ｍ
、

太
平
洋
に
浮
か
ぶ
緑
豊
か
な
離
島
八

丈
島
。
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
珍
し

い
動
植
物
が
生
息
す
る
こ
の
島
で

は
、
ク
リ
ー
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
を

掲
げ
、
島
の
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
自
然
の
力
を
利
用
し
た
再
生
可
能

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
推
進
し
て
い
る
。
中
で
も
日
本
で
唯
一
離
島
に

あ
る
地
熱
発
電
所
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
電
気
は
昼
夜
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

八
幡
平
市
街
か
ら
緑
深
い
山
道
を
く
ね
く
ね
と
上
が
っ
て
い
く
と
突

然
見
え
て
く
る
四
五
ｍ
の
冷
却
塔
。
冷
却
塔
で
知
ら
れ
た
松
川
地
熱
発

電
所
は
、
一
九
六
六
年
運
転
を
開
始
し
、
最
大
出
力
二
三
．
五
〇
〇
Ｋ

Ｗ
。
八
幡
平
市
内
の
全
体
を
ま
か
な
え
る
ほ
ど
の
電
力
を
五
〇
年
近
く

発
電
し
続
け
て
い
る
。

　

秋
田
県
湯
沢
市
は
、
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
が
、
温
泉
を
楽

し
め
る
湯
の
街
で
も
あ
る
。
平
成
六
年
上
の
岱
地
熱
発
電
所
が
運
転
を

開
始
、
最
大
出
力
二
八
、八
〇
〇
ｋ
Ｗ
で
発
電
し
続
け
て
い
る
。
地
熱

を
生
か
し
た
ホ
ッ
ト
で
ク
リ
ー
ン
な
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
農
業
ハ
ウ

ス
、
農
産
物
加
工
、
冬
場
の
融
雪
利
用
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。

　

福
島
県
福
島
市
の
土
湯
温
泉
な
ど
も
バ
イ
ナ
リ
―
発
電
に
よ
る
街
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
震
災
復
興
の
切
り
札
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

海
外
で
も
国
を
挙
げ
て
壮
大
な
地
熱
開
発
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
の
展
望
「
地
熱
発
電
か
ら
、
さ
ら
に
そ
の

さ
き
へ
」
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ワ
ヤ
ン
・
ウ
ィ
ン
ド
ゥ

地
熱
発
電
所
な
ど
が
地
熱
発
電
を
目
指
し
て
お
り
関
係
方
面
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
。

八丈島地熱発電所（東京電力）上の岱地熱発電所（東京電力）
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（
三
）　

地
熱
発
電
の
展
望

　

日
本
は
火
山
列
国
で
あ
る
。
火
山
の
下
に
は
マ
グ
マ
が
あ
る
。
日

本
列
島
の
下
に
は
無
尽
蔵
と
も
い
え
る
地
熱
資
源
が
眠
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
を
経
験

し
た
日
本
に
は
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
と
っ
て
も
再
出
発
の
年
で
あ
る
。

　

四
五
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
の
地
熱
発
電
は
一
七
ケ
所
五
〇
万
Ｋ
Ｗ

の
実
績
を
持
つ
。
し
か
し
、
二
〇
五
〇
年
に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
舵
を
切
り
、
日
本
に
と
っ
て
地
熱
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
五
％
に
満
た
な
い
。
し
か
し
、
我
々

の
足
元
に
は
地
熱
と
い
う
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
眠
っ
て
い
る
。
そ

の
事
実
を
知
っ
た
時
、
戦
前
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
地
熱
発
電
が
な
ぜ

普
及
し
な
か
っ
た
の
か
が
不
思
議
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

今
こ
そ
我
々
の
生
活
を
支
え
産
業
を
支
え
て
き
た
原
発
や
火
力
発
電

に
代
わ
る
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
値
と
意
義
を
み
直
し
、
日
本
の
未
来

の
た
め
に
互
い
に
協
力
し
合
い
地
熱
発
電
の
普
及
が
、
日
本
再
生
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

五　

地
熱
発
電
関
係
年
表

一
八
〇
八
（
文
化　

五
）
年　

世
界
で
最
初
に
イ
ギ
リ
ス
ロ
ン
ド
ン
の

王
立
協
会
で
電
灯
が
つ
い
た

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年　

我
が
国
で
最
初
に
電
灯
が
つ
け
ら
れ
た

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年　

フ
ラ
ン
ス
の
砂
糖
工
場
で
小
規
模
水
力

発
電
を
開
始

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年　

東
京
京
橋
区
富
島
町
に
東
京
電
灯
の
事

務
所
を
設
置
し
て
一
般
電
灯
営
業
を
開

始

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年　

下
野
麻
紡
績
が
自
家
用
水
力
発
電
工
場

用
電
灯
、
落
差
を
利
用
し
て
水
圧
管
内

径
一
・
三
ｍ
、
長
さ
一
三
ｍ
に
水
を
流

し
六
五
馬
力
の
水
車
を
回
転
さ
せ
、
エ

ジ
ソ
ン
四
号
型
発
電
機
で
一
六
燭
光
の

電
灯
一
七
六
灯
を
点
灯

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年　

熊
本
電
灯
が
水
力
発
電
で
一
四
五
三
灯

一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年　

竹
田
第
一
発
電
所　

六
〇
Ｋ
Ｗ
の
発
電

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年　

黒
川
第
一
発
電
所
工
事
に
着
手
、
大
正

三
年
一
五
〇
〇
Ｋ
Ｗ
発
電
機
四
台
完
成

一
九
一
四
（
大
正　

三
）
年　

九
州
水
力
電
気
発
電
所
、
女
子
畑
玖
珠
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川
・
大
山
川
一
六
二
〇
〇
Ｋ
Ｗ
を
発
電

一
九
一
九
（
大
正　

八
）
年　

海
軍
中
将
男
爵
山
内
万
寿
冶　

本
坊
主

で
噴
気
孔
の
掘
削
に
成
功

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年　

別
府
市
鶴
見
で
日
本
で
最
初
の
地
熱
発

電
を
高
橋
簾
一
が
成
功
。
出
力
一
・
三

Ｋ
Ｗ
、
一
・
五
ケ
月
継
続
。

一
九
四
七
（
昭
和
二
四
）
年　

地
熱
開
発
別
府
実
験
場
で
地
熱
発
電
な

ど
の
研
究
が
始
ま
る
。

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年　

南
立
石
白
滝
地
獄
の
試
験
井
で
三
〇
Ｋ

Ｗ
の
発
電
に
成
功　
　

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年　

大
岳
地
熱
発
電
所
一
二
五
〇
〇
Ｋ
Ｗ
地

熱
発
電
に
成
功

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年　

日
本
最
大
の
地
熱
発
電
所
八
丁
原
発
電

所
（
五
五
、〇
〇
〇
Ｋ
Ｗ
）
営
業
運
転

開
始

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年　

別
府
市
杉
の
井
ホ
テ
ル
三
〇
〇
〇
Ｋ
Ｗ

の
地
熱
発
電
開
始
（
別
府
市
）

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年　

太
陽
熱
利
用
、
真
空
管
一
・
七
五
㎡
×

一
七
本
（
日
田
市
）

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
（
消
化
ガ
ス
）
二
豊

味
噌
協
同
組
合
三
五
Ｋ
Ｗ
（
臼
杵
市
）

一
九
九
六
（
平
成　

八
）
年　

滝
上
地
熱
発
電
所
二
五
〇
〇
〇
Ｋ
Ｗ
発

電
に
成
功
（
九
重
町
）

一
九
九
七
（
平
成　

九
）
年　

廃
棄
物
発
電
六
〇
〇
〇
Ｋ
Ｗ
大
分
市
清

掃
工
場

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年　

九
州
観
光
ホ
テ
ル
九
〇
〇
Ｋ
Ｗ
地
熱
発

電
に
成
功
（
九
重
町
）

一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年　

風
力
発
電
二
四
五
Ｋ
Ｗ
二
基
日
田
市

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年　

ソ
ー
ラ
ー
照
明
灯
豊
後
大
野
市
〇・
三
三

Ｋ
Ｗ

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
日
田
ウ
ッ
ド
パワ
ー

一
二
〇
〇
〇
Ｋ
Ｗ
発
電
開
始

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年　

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
七
〇
Ｋ
Ｗ
）・

大
分
農
業
文
化
公
園
（
四
〇
Ｋ
Ｗ
）・

大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

（
一
〇
〇
Ｋ
Ｗ
）
等
で
太
陽
光
発
電
設

置

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年　

玖
珠
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
・
前
津
江
町

椿
鼻
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
な
ど
で
風
力

発
電
運
転
中
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二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年　

・
二
月
瀬
戸
内
自
然
エ
ナ
ジ
ー
六
〇
Ｋ

Ｗ
地
熱
発
電
開
始
（
別
府
市
小
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ー
ラ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
日
田
一
八
〇
〇

Ｋ
Ｗ
運
転
開
始

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年　

一
月
一
七
日
、西
日
本
地
熱
発
電
（
株
）

噴
気
レ
ン
タ
ル
事
業
開
始
、
Ｇ
地
熱
発

電
所
九
一
・
六
Ｋ
Ｗ
発
電
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
月
一
日　

Ｙ
地
熱
発
電
所
、

一
〇
〇
Ｋ
Ｗ
を
目
指
し
て
発
電
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
陽
光
発
電
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
丸
紅

八
・
二
万
Ｋ
Ｗ
、日
揮
二
・
六
五
万
Ｋ
Ｗ
、

三
井
造
船
大
分
営
業
所
一
・
七
万
Ｋ
Ｗ

発
電
中

参
考
文
献

『
大
分
の
電
力
史
』　

高
橋
真
澄　

昭
和
五
六
年

『
大
分
発　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
前
線
』
阿
部
博
光　

平
成
二
三
年

『
大
分
県
の
地
理
』
光
文
館　

著
者
代
表
兼
子
俊
一　

昭
和
三
七
年

『
電
設
技
術
』
Ｎ
о
七
四
三　

日
本
電
設
工
業
協
会　

谷
林　

修

平
成
二
六
年

『
大
分
合
同
新
聞
』・『
読
売
新
聞
』
等
の
地
熱
発
電
関
係
資
料
・
記
事

『
別
府
風
土
記
』・『
湯
の
花
の
研
究
』・『
湯
山
の
里
風
土
記
』

『
豊
国
紀
行
』
貝
原
益
軒　

元
禄
七
年　

複
刻
昭
和
七
年

『
別
府
温
泉
誌
』
佐
藤
蔵
太
郎　

明
治
四
二
年

『
別
府
市
誌
』
別
府
市　

昭
和
八
年
、
昭
和
四
七
年
、
平
成
一
五
年

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
角
川
書
店　

昭
和
五
五
年

『
地
熱　

geotherm
ai

』
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ　

平
成
二
五
年

『
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
利
用
促
進
』
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団　

平

成
二
六
年

『N
IK

K
EI BU

SIN
ESS

』
技
術
＆
ト
レ
ン
ド　

平
成
二
五
年

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.pref.oita.jp/site/onsen/

onsen-date.htm
l

※
１　

万
屋
儀
助
が
上
総
掘
り
に
よ
り
温
泉
の
人
工
掘
削
に
成
功
し
た
と
い
う

説
と
初
代
別
府
市
長
の
神
澤
又
市
郎
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る

※
２　

出
資
会
社
は
、
小
俣
電
設
工
業（
株
）、（
有
）ナ
ン
リ
特
機
工
業
、
不
二

熱
学
工
業（
株
）、
八
千
代
電
設
工
業（
株
）
の
四
社
で
立
ち
上
げ
た
。

※
３　

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所
の
系
統
図
等
に
つ
い
て
は
谷
林
修
氏
（
西
日
本
地

熱
発
電
Ｋ
Ｋ
）
ら
の
役
員
技
術
者
の
指
導
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

（
掲
載
の
写
真
は
必
要
に
よ
っ
て
画
像
処
理
を
し
ま
し
た
。）


